
－関数 1－

１ 研究のねらい

本委員会では，平成 31 年より関数指導における ICT を利用した指導の提案と，研究授業や指導

前後の生徒の実態の変容を調査し，その指導の妥当性を明らかにしてきた。

そこで，ICT を利用する指導の視点で本委員会が作成した指導計画を見直し，本年度は，中 2 の

第 3，4 時「変化の割合の素地的な学習」を中心とした指導を再検討した。これまでの研究で，変化

の割合の概念や意味を理解させるために，日常場面の問題を取り上げ，この問題を関数的に解決す

る活動を行ってきたが，日常場面の事象から取り出した 2 つの数量が関数関係にあるとみなし，そ

の変化や対応のようすを考察する活動を通して，変化の割合の概念や意味の理解をさせることを研

究のねらいとする。この学習指導案を作成し，実証的に研究を進める。

２ 本研究の内容

（１）変化の割合の素地的な学習について

変化の割合の指導は，1 次関数の定義の指導直後に行われ，1 次関数の変化の割合の定義がなさ

れることが多い。そこでは，変化の割合の意味の理解が不十分なまま，グラフの指導に入るため，

「変化の割合」「グラフの傾き」「y＝ax＋bの aの意味」がバラバラの知識となって，それぞれが
相互に関連し合った理解にまで至らない生徒が多数見られた。そこで，本委員会では，変化の割

合の指導において，その概念や意味の理解ができていない段階で，形式的に指導はせず，変化の

割合の概念や意味を理解させる素地的な学習の指導を重視している。

本研究は，日常場面の事象を通して，生徒の視点から 1 次関数の｢xの 1 増加量に対する yの増
加量｣(A)を見いださせ，その意味や理解を深める指導を追究することである。そこでは，生徒自

身が(A)を見いだす姿勢や必要感が指導の力点となる。このことから，次の指導の流れや，課題の

設定の工夫をし，指導にあたった。

中 2 関数の指導計画の概要

① １次関数の意味 (第 1，2 時) ⑥ 問題演習(1h)

② 変化の割合の素地的な学習 (第 3，4 時) ⑦ 方程式と関数(4h)

③ １次関数のグラフ(3h) ⑧ グラフのよみ(1h)

④ １次関数のグラフと変化の割合(1h) ⑨ １次関数の利用(3h)

…「（１次関数の）変化の割合を定義する」 ⑩ 問題演習(1h)

⑤ １次関数の求め方(1h) 計 19 時間

（２）関数の「変化の割合が一定」とみなす活動 ※第 1～4 時の内容

本研究は、指導計画第 1～4 時に深く関わった内容である。

指導計画第 1，2 時で扱う課題は，図形の素材を使い，図形に保証された変化の割合が一定

であることを基に，表や図を観察させ，式 y＝ax＋bの
「a」や「b」の意味を見いださせる。右表参照。
（第 1，2 時の指導内容「1 次関数の意味・定義」）

第 1 時・y＝4xの 4の意味は，図を使い確認する。
・段数を 4 倍すると周の長さが決まることを確認する。

・周の長さが 4cm ずつ増えていることを確認する。

第 2 時・変化の様子を調べるために表をかかせる。

その変化の特徴を図の中で考えさせ，y＝ax＋bの
式を見いださせる。

・見いだした y＝2x＋2の式の「2xの 2」，「＋2の 2」のそれぞれの意味を図で確認する。
それに対し，第 3，4 時で扱う課題は，ゲリラ豪雨という日常場面から，それをもとにし
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－関数 2－

た水槽に水を入れたり出したりする活動を取り上げる。水を入れたり出したりするときの変

化の割合が一定であるとみなすことで，問題を解決することができる。

（３）第 3 時 学習指導案

①ねらい：具体的な事象から，変化のようすをことばやグラフや表でとらえ，変化の割合の概

念と変化の割合が一定であることの意味を理解させる。

②本時の流れ

学習活動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点

課題場面

を把握す

る

変化する

ものを考

える

めあてを示す

変化のよ

うすを考

える

課題 1 を

把握する

変化のよ

うすを考

える

課題 1-2

を把握す

る

表をかい

て，変化

のようす

を調べる

[課題場面]

深さ 40 ㎝の直方体の

形をした水槽に，水を

入れていきます。

(1) 時間が変わると何が変わりますか。

ア 水槽の中の水の量 イ 水の高さ

ウ 水槽に入る水の量 エ 水の深さ

オ 水の入る速さ カ 水の出方

キ 途中から水の入る速さ

めあて「水の高さについて考察しよう(調べよう)」

(2) 水の高さがどのように変わっていますか。

（それは，どうしてわかったのですか。）

ア 途中で変わっている。

イ 10 分前後で変わっている。

ウ 水の増え方が一定である。

エ 変わった時間の前の増え方と後の増え方が違う。

オ マスや数値がないから，分からない。

［課題 1］

深さ 40 ㎝の直方体の形をした水槽に，水を入れてい

きます。水面の高さのようすを詳しく調べましょう。

(3)水面の高さはどのように変わりますか。詳しく調べ

てみてください。

ア 8 分間で 12 ㎝水がたまる。

イ 15 分間で 40 ㎝水がたまる。

ウ 8 分を過ぎたら，水の高さの増え方が変わる。

エ 8～15 分の方が，増え方が大きい。

オ 0～8 分の方が，増え方が小さい。

カ だんだん深くなっていく。

キ 0～15 分の 7 分間で 28 ㎝増えた。

ク 一定の増え方になっている。

［課題 1-2］

水は一定の割合で増えています。水槽の１分ごとの水

面の高さの変化のようすを，調べてみよう。なお，水槽

に水を入れ始めて x分後の水面の高さを y㎝とします。

(4) 水面の高さの変化のようすを，表をかいて調べましょう。

ア

・動画(水槽に水が入るよう

す)を見せ，課題場面に興

味・関心をもたせる。

・その後，水が入っていない

水槽と気付いたことが書け

るプリントを配布する。

・再度動画を見せ，課題場

面を提示し，時間が変わ

ると変化する数量を考

えさせる。

・動画は生徒から見たいと

いう意見が出れば，それ

に応じて見せていく。

・めあてを示し，(2)以降

につなげていく。

・動画(目盛りのついた水

槽に水が入るようす)を

見せる。そのスライドは

目盛りが 10 ㎝刻みのも

のと 5㎝刻みのものを準

備する。

・課題場面のときに配った

プリントと同じもの(新

しいもの)を配布し，気

づいたことを書かせる。

・動画を何度か見せる。

・(1)と同様に，動画は生徒

から見たいという意見

が出れば，それに応じて

見せていく。

・グラフや表をかくための

方眼用紙を配布する。こ

の時，半分使うように指

示し,残りはグラフを書

く時に使わせる。

・動画は見せずに，表を書

かせていく。

・表の xの値は，生徒自身
が設定する。

x 0 1 2 3 … 8 9 … 15

y 0 1.5 3 4.5 … 12 16 … 40

1 1 1



－関数 3－

②協議内容

1）授業者自評

・導入するときの映像の見せ方も工夫が必要か。自分の中では２回くらい見せれば十分かと思った。

・いろいろな考えを出してくれたので，必要な意見をうまく引き出すことができた。

2）協議

・水が増えていくときに，水の高さ，水の量，かさという言葉を使っていた生徒がいた。水が入っ

ていないところの容量，重さということばが普通に出てきた。

・どのように水が増えるかを聞くと，一定のペースであるという意見が出た。「ずっと一定のペー

ス？」と聞くなど揺さぶってもよかった。

・比例という言葉が何名か出ていた。ただ，満水になるまでずっと比例であると思っているのか。

生徒はどういう認識であるか。→同じ割合で水が入っているからではないか。

・「一定の割合」がどういうことかを理解させたい。

・ から と区間を分割する。

・２つの一定の割合を扱うことで変化の割合に着目することができた。

3）指導案改訂について

・キーワードを拾う。「ずっと増えている」「一定」「ずっと同じ割合で増えている」など，生徒

の思い込みに対して教師が「本当？」と揺さぶることが大切である。

・めあては「水の高さの変化の様子はどのように調べればよいか」とするのはどうか。表やグラ

フ，言葉で変化のようすを説明する。一定に増えることとはどういうことか，というのも扱う。

・水の入れ方は途中で変わるだけでも見方が深まる。1 つの関数ではなく，2 つの関数が変域ごと

に定まることがよい。

（４）第 4 時 学習指導案

①本時のねらい

・具体的な事象から y＝ax＋bの関係について，変化の割合の視点で表やグラフを使い，調べることができる。
・y＝ax＋bの aについて，変化の割合の特徴を a＞0または a＜0の場合で考え，判断し見いだ
すことができる。

グラフを

かかせる

まとめ

イ

ウ

(5) (4)で調べたことをグラフに表してみよう。気付い

たことを発表しよう。

ア 右のグラフ

イ 8 分で 12 ㎝から

12÷8＝1.5 ㎝

1 分で 1.5 ㎝ずつ増えている。

ウ 7 分間で 28 ㎝増えるので，

1 分で 4 ㎝ずつ増える。

〇本時の授業のまとめをします。

・１分間あたりの水面の高

さが変化するようすを

考えさせる。

・水の増え方が，急に 12 ㎝

の高さまで増えるわけ

ではないことを示唆する。

・何にもかけない生徒に

は，１分ごとの表を書か

せるように促す。

・グループでの話し合い

や，タブレットで動画を

見てもよい。

・グラフの確認をするとき

に，表やグラフを一度に

表せる動画をみせる。

・生徒の発言から，一定の

割合の考えや一定の割

合で増えている理由に

触れる。

・出てきた意見を確認し，

次時以降の変化の割合

につなげていく。

x 0 8 15

y 0 12 40

x 0 1 2 3 4 5 6 7 8

y 0 3 6 9 12

9 10 11 12 13 14 15

20 28 36

2 22

8

x 0 … 8 … 15

y 0 …12 … 40

x 0 1 2 3 … ８ ９ 10 11 … 15

y 0 1.5 3 4.5 … 12 16 20 24 … 40



－関数 4－

②本時の展開

学習活動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点

日常の場

面を考え

る

課題場面

を把握す

る

変化のよ

うすを考

える

視点を定

め，変化

のようす

をとらえ

る

めあてを示す

課題を提

示する

［日常の場面］

飼っている金魚の水槽の水を

交換しようと考えています。

(1) 水槽で金魚や魚を飼っている人はいますか。どのよ

うに水を入れ替えますか。

ア 金魚を他の入れ物に移し替えて，水を全部入れ

替える。

イ 水を出すときにポンプを使って，水を出す。

[課題場面]

上の図は水槽から水を

排水するポンプです。この

ポンプを使って水を排水し，

また水を入れ替えることを

考えます。ポンプで水を

排水する様子を観察してみよう。

(2) この動画を見て，気付いたことをいいましょう。

ア 途中で減り方が変わっている。

イ 途中で減り方が遅くなっている。

ウ マスや数値がないから，変化が分からない。

(3) 時間に注目しながら，もう一度じっくり観察してい

きましょう。水の減り方の様子で気が付いたことを

言いましょう。

ア 6 分前後で変わっている。

イ 6 分のところで減り方が遅くなった。

ウ 6 分の前の方が減り方は速い。

めあて「水の高さの変化のようすを(詳しく)調べよう」

[課題]

深さ 34cm の水槽から水を抜いて

いきます。水面の高さの様子につい

て x分後の水面の高さを y㎝としま
す。水面の高さの変化のようすを詳

しく調べよう。

（4）水面の高さはどのように変わりますか。これまでの

ことを整理してみましょう。

ア 最初は 34cm まで入っている。

イ 6 分後に水の高さが 10 ㎝になる。

ウ 水を抜き始めてから 10 分後には 0cm になった。

エ 6 分を過ぎたら，水の高さの減り方が変わる。

・日常の場面については，

教師が話題にしながら

興味・関心をもたせる。

・水槽の写真を見せ，イメ

ージをもたせてもよい。

・水槽がかかれた図と自由

意見が書けるプリント

を配布する。

・0㎝と 34 ㎝の目盛りが入

った水槽から水が減っ

ていく様子の動画を観

察させる。

・必要に応じて，動画は繰

り返し見せる。

・生徒の感覚的な表現を取

り上げ，速さや高さに注

目させるようにやり取

りをする。

・アやイの意見は具体的にど

のように変わっているかを

問い，(3)につなげる。

・動画は，目盛りが 10 ㎝刻

みの水槽で，時計が入っ

たものを何度か見せる。

・問題提示のときに配った

プリントと同じもの(新

しいもの)を配布し，気

づいたことを書かせる。

・プリントを配布する。

・最初，水が 34cm まで入っ

ている状態を，0 分で

34cm と確認する。

・時間とともに水面の高さ

が変わるようすの動画

を見せる。マス目は，だ

んだん細かくしていく。



－関数 5－

表をかい

て変化の

ようすを

調べる

確認問題

を解く

オ 6 分を過ぎたら，4 分間で 10cm 水が減る。

カ 0～6 分の方が，減り方が大きい。

キ 6～10 分の方が，減り方が小さい。

ク 6 分間で 24 ㎝水が減る。

ケ 0～6 分で一定に減り，6～10 分でも一定に減る。

（5）xと yの関係を，表を書いて調べましょう。
ア

0 分から 6 分までは－24÷6＝－4 なので，1 分間に

4 ㎝ずつ減っている

6 分から 10 分までは－10÷4＝－2.5 で，1 分間に

2。5 ㎝ずつ減っている

イ

0 分から 6 分までは，1 分間に 4 ㎝ずつ減る

6 分から 10 分までは，1 分間に 2。5 ㎝ずつ減る

ウ

0 分から 6 分までは－8÷2＝－4 なので，1 分間に

4 ㎝ずつ減る。

6 分から 10 分までは－5÷2＝－2.5 で，1 分間に

2.5 ㎝ずつ減る。

（6）グラフを選びましょう。また，その理由も言いましょう

ア イ ウ エ

ア 変化する前後は，規則的に変化するようにした。

イ 6 分までは１分間あたり 4 ㎝減るようにした。

ウ 6分までは１分間あたり－4㎝増えるようにした。

エ 6分からは１分間あたり2.5㎝増えるようにした。

オ 6分からは１分間あたり－2.5㎝減るようにした。

[問題]

水槽の水の高さが，次のように変化したとき，最も変化のし

かたが大きいのは，何分から何分のところですか。

(7) 答えと理由を言いましょう。

ア 0 分から 5 分で 20cm 減っているから 1 分あたり

4cm 減っている。同じように 5 分から 10 分は 10cm

なので 1 分あたり 2cm 減っている，10 分から 25 分

生徒から見たいという

意見が出れば，それに応

じて見せていく。

・0～6分と 6～10 分はそれ

ぞれ一定の減り方であ

るとみなすと確認する。

・「6 分後に 10 ㎝とする」

ことを教師が伝える。

・動画は見せずに，表を書

かせていく。

・何にもかけない生徒に

は，1 分ごとの表を書か

せるように促す。

・1 分間に何㎝ずつ水面の高さが

変化するか考えさせる。

・グループで話し合った

り，タブレットで動画を

見たりしてもよい。

・「4cm 減る」 ･･･－4cm

「2.5cm 減る」･･･－2.5cm

のように「減る」言葉と

±の数値を対応させ板

書。そして，「もし，＋

2.5cm だったら「減る？

増える？」を問う。

・生徒の発言から，一定の

割合の考えに触れ，減っ

ている理由に触れる。

・ウやオの意見を取り上げ

て確認をする。

・最後に表の確認をする時

に，スライドで水の変化

のようすとグラフと連

動させて見せる。

・確認問題として，1 分間

あたりの変化の量を考

えさせることに，注目さ

せる。
【評価】
Ａ 正解
理由：1 あたり量をもと
に，複数の増え方や減り方
を比較して，理由が述べら
れている。

x(分) 0 6 10

y(㎝) 34 10 0

x(分) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

y(㎝) 34 30 26 22 18 14 10 7.5 5 2.5 0

x(分) 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

y(㎝) 34 26 18 10 5 0

x（分後） 0 5 10 25
y（cm） 30 10 0 30

－2.5

＋2 ＋2 ＋2 ＋2 ＋2

－8 －8 －8 －5 －5

–24 –10

+1 +1 +1 +1 +1 +1 +1 +1 +1 +1

－4

+6 +4

－4 －4 －4 －4 －4 －2.5－2.5－2.5

y y y y

0 0 0 0x x x x



－関数 6－

（５）第 3 時 改訂学習指導案

①本時のねらい y=ax+bの aを 0 より大きい値で，変化のようすを表やグラフから，変化の割合の
視点で調べることができる。

②本時の展開

は，1 分あたり 2cm 増えているので，0 分から 5 分

が最も変化が大きい。【Ａ評価】

イ 0 分から 5 分で 20cm 減っているから 5 分あたり

20cm 減っている。同じように 5 分から 10 分は 10cm

なので 5 分あたり 10cm，10 分から 25 分は，5 分あ

たり 10cm なので 0分から 5 分が最も変化が大きい。

【Ａ評価】

ウ 10 分から 25 分で 30cm 増えているから，最も変化

が大きい。【Ｃ評価】

Ｂ 正解

理由：1 あたり量をも

とにして考えず，増加

量で理由が述べられ

ている。あるいは，複

数の増え方や減り方

を比較せずに，理由が

述べられている。

Ｃ 見当違いなことを言っている。

まとめ 〇本時の授業のまとめをします。

1 分あたりの変化に注目すると，変化についてわかり

やすくなる。

・出てきた意見を確認し，

次時以降につなげる。

学習活動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点

日常の場

面を考え

る

課題場面

を把握す

る

変化のよ

うすを考

え，速さ

と高さに

注目させ

る

[日常の場面]

最近，ゲリラ豪雨で被害が出たというニュースを耳

にします。豪雨というのは，どのようなことから判断

するのだろうか。

(1) 雨の強さは，どのように分かるのだろうか。

ア 見た目 イ 降水量

ウ 1 時間あたりの雨の降る量

エ 雨粒の大きさ

［課題場面]

右の写真は「転倒ます型雨量計」という

雨量を計測する計測器です。この雨量計の

中には円柱状の容器があり，そこに雨が溜

まっていくことで降水量を調べています。

円柱状の容器に雨が溜まっていくようす

を観察してみましょう。(動画)

(2) この動画を観て，気付いたことを言いましょう。

ア 途中で変わっている。

どのよう変わりましたか。

ア 1 10 から 15 ㎝の間で，水が溜まる速さが速くなった。

ア 2 12 か 13 ㎝くらいで，水が溜まる速さが速くなった。

ア 3 15 ㎝のところで，水が溜まる速さが速くなった。

イ 途中で水の増え方が速くなっている。

ウ マスや数値がないから，変化が分からない。

エ 一定に増えている。

・日常の場面を取り上げ，

数値化できる数学の問

題を見いださせる。

・どのように危険を察知する

か，日常生活に絡めながら

課題場面につなげる。

・変量的な数量に着目させ

るように，何を取り上げ

るか明確にする。

・ウが出ない場合は，降水量

の意味を聞き，1(時間・分・

日)あたりに着目させる。

・転倒ます型雨量計の写真や

動画を見せ，課題場面に興

味・関心をもたせる。

・動画は生徒から見たいと

いう意見が出れば，それ

に応じて見せていく。

・容器(雨量計)がかかれた

図と自由意見が書ける

プリントを配布する。

・0㎝と 40 ㎝の目盛りが入

った容器に雨が溜まっ

ていくようすの動画を

観察させる。

・生徒の感覚的な表現を取

り上げ，速さや高さに注

目させるようにやり取

りをする。

・アについて，より具体的

に考える。

・動画は時計が入ったもの

で，目盛りが 10 ㎝刻みの



－関数 7－

視点を定

め，変化

のようす

をとらえ

る

めあてを示す

変化のよ

うすを整

理する

表をかい

て，変化

のようす

を調べる

(3) 時間に注目しながら，もう一度じっくり観察してい

きましょう。雨の溜まる増え方の様子で気付いたこ

とを言いましょう。

ア 10 分前後で変わっている。

イ 8 分のところで溜まり方が速くなった

ウ 8 分の前よりも，後の方が速い

めあて「水の高さの変化のようすを(詳しく)調べよう」

［課題］

深さ 40 ㎝の「円柱状の容器」に，

水を入れていきます。水面の高さの

変化のようすを詳しく調べよう。

(4) 水面の高さはどのように変わりますか。これまでの

ことを整理してみましょう。

ア 8 分間で 12 ㎝水がたまる。

イ 15 分間で 40 ㎝水がたまる。

ウ 8 分を過ぎたら，水の高さの増え方が変わる。

エ 8～15 分の方が，増え方が大きい。

オ 0～8 分の方が，増え方が小さい。

カ だんだん深くなっていく。

キ 8～15 分の 7 分間で 28 ㎝増えた。

ク 一定の増え方になっている。

(5) 水を入れ始めてから x分後の水面の高さを y㎝とし
ます。xと yの関係を，表を書いて調べましょう。

ア

0 分から 8 分までは，1 分間に 1.5 ㎝ずつ増えている

8 分から 15 分までは，1 分間に 4 ㎝ずつ増えている

イ

0 分から 8 分までは 12÷8＝1.5 なので，1 分間に

1.5 ㎝ずつ増えている

8 分から 15 分までは 28÷7＝4 で，1 分間に 4 ㎝ず

つ増えている

ウ

0 分から 8 分までは 3÷2＝1.5 なので，1 分間に

1.5 ㎝ずつ増えている。

8 分から 15 分までは 8÷2＝4 で，1 分間に 4 ㎝ずつ

増えている。

水槽を何度か見せ，生徒

から要望があれば，目盛

りが 5㎝刻みのものを見

せる。

・問題提示のときに配った

プリントと同じもの(新

しいもの)を配布し，気

づいたことを書かせる。

・水の入っていない状態

を,0 分で 0 ㎝と確認す

る。

・時間とともに水面の高さ

が変わるようすの動画

を見せる。マス目は，だ

んだん細かくしていく。

生徒から見たいという

意見が出れば，それに応

じて見せていく。

・0～8分と 8～15 分はそれ

ぞれ一定の増え方であ

るとみなすと確認する。

・「8 分で 12 ㎝とする」こ

とを教師が伝える。

・動画は見せずに，表を書

かせていく。

・何にもかけない生徒に

は，１分ごとの表を書か

せるように促す。

・１分間に何㎝ずつ水面の

高さが変化するか考え

させる。

・水の増え方が，急に 12 ㎝

の高さまで増えるわけ

ではないことを示唆す

る。

・グループで話し合った

り，タブレットで動画を

見たりしてもよい。

x 0 1 2 3 … 8 9 … 15

y 0 1.5 3 4.5 … 12 16 … 40

x(分) 0 8 15

y(㎝) 0 12 40

+8 +7

+12 +28

+1 +1 +1 +1 +1 +1 +1

+1.5 +1.5 +1.5 +４ +４ ＋４+1.5

x(分) 0 1 2 3 4 5 6 7 ８ 9 10 11 12 13 14 15

y(cm) 0 3 6 9 12 20 28 36

+2 +2 +2 +2 +2 +2 +2

+3 +3 +3 +3 +8 +8 +8



－関数 8－

３ 今後の課題

今後は次の①～③を課題として，研究を進めていく。

①作成した指導案を授業実践し，妥当性を検証する。

②関数指導にＩＣＴを取り入れつつ，数学的に解決できる能力を養えるような指導計画の改善や

指導案の作成を行い，実証的に研究を進める。

③関数指導における小・中・高の系統的な指導の在り方について，研究を行っていく。

［引用・参考文献］

1)都中数研究部 関数委員会(2012)「中学校数学科 関数指導を極める」，明治図書

グラフを

選び確認

する

確認問題

を解く

まとめ

(6) グラフを選びましょう。また，その理由も言いましょう。

① ② ③

ア グラフ① 途中のところで水の増え方が速くなる。

イ グラフ② xが 0 のとき、yは 0でない。
ウ グラフ③ 途中で水の増え方が遅くなる。

【問題】

ある場所でこういう降り方になりました。始めの５分間と

後の 10 分間ではどちらが雨の降り方が激しいですか。

(7) 答えと理由を言いましょう。

ア 始めの 5 分間は 20 ㎝増えているから 1 分間に 4

㎝ずつ増えている。次は 10 分間で 20 ㎝増えている

から 1 分間に 2 ㎝ずつ増えている。したがって，初

めの 5 分間の方が，降り方が激しい。(A 評価)

イ 始めの 5 分間は 20 ㎝増えていて，次は 10 分間で

20 ㎝増えている。短い時間で同じ水が増えたので，

初めの 5 分間の方が，降り方が激しい。(B 評価)

ウ 20 ㎝ずつ増えているから，降り方は同じ。

(C 評価)

〇本時の授業のまとめをします。

・変化の様子は，1 分あたりの増える量に着目する。

・グラフの確認をするとき

に，表やグラフを一度に

表せる動画をみせる。

・1 あたり量に着目させ，

傾き具合を確認する。

・確認問題として，１分間

あたりの降水量を考えさ

せることに，注目させる。

・動画を見せられるように

する。また，最初に見せ

た転倒ます型雨量計の

写真を見せる。

【評価】

Ａ 正解

理由：１あたり量をもとに，

２種類の増え方があること

から理由を述べている。

Ｂ 正解

理由：1 あたり量に着目し

ていない。

Ｃ 見当違い。

・出てきた意見を確認し，

次時以降の変化の割合

につなげていく。

x(分) 0 5 15

y(㎝) 0 20 40
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